
災害時要援護者支援事業
～つづき そなえ～について

都筑区役所福祉保健課 令和５年11月29日



◆災害時要援護者とは

災害時要援護者って誰のこと？？



◆災害時要援護者とは

〇高齢者、障害者だけではなく、乳幼児、妊産婦、外国人、

傷病者等、災害時に迅速かつ適切な行動を取ることが

困難な人や、必要な情報が十分に得られない、

理解することが困難な人。

答えは全員です。



◆自助・共助がなぜ必要か

命や暮らしを守るのは、
身近なつながりに依ることが大きい。

〇発災時、特に発災直後は、
公助（行政）が十分に機能しない。

〇自助や、地域で助け合う共助が
果たす役割が大きい。



◆災害時要援護者支援事業

〇都筑区では、災害時にも地域で助け合えるよう、日ごろからの

支えあいの関係を築く取組を、「つづきそなえ」と愛称をつけて

平成20年度から事業を推進。（本市では平成19年度から）

〇区が行っている具体的な支援

・啓発・広報（広報区版での啓発、啓発用冊子の作成など）

・地域が行う災害時要援護者に関する学習会の開催・話し合いのサポート

・希望する連合自治会への補助金交付（区づくり事業）

・協定を締結した地域に行政情報に基づく災害時要援護者名簿提供（市事業）

→すべての地域で災害時要援護者に関する取組が行われている状態を目指し、

令和５年度から、単位自治会へのアプローチを強化しています。



◆地域の取組の現状（令和３年度自治会町内会アンケート）
問：自治会で行っている要援護者支援に関する取組



◆地域の取組の現状（令和３年度自治会町内会アンケート）
問：要援護者の把握方法（取組を行っていると回答した地区のみ）



◆地域における要援護者支援の取組事例

〇手上げ方式で要援護者把握

（茅ヶ崎東町内会）
〇救急キット配布（荏田南連合）



◆地域における要援護者支援の取組事例

〇登録者と支援者が集まるサロン

（港北センタープレイス自治会）

〇安否確認マグネットを掲示

（メゾンふじのき台自治会）



◆地域における要援護者支援の取組事例

〇年１回は対象者を訪問し、普段から顔見知りの関係をつくっておく。

〇対象者に防災訓練に参加してもらい、地域の取組や組織を理解してもらう。

地域には対象者のことを理解してもらう。（高齢者、障害者、子ども）

〇災害時の助け合いにつながるよう、日頃の備えを掲載した通信を発行する。

〇区役所と協定を締結し、行政情報による要援護者名簿を地域で管理し、

手上げ方式で把握した要援護者とともに日頃から見守る。 など



◆地域における要援護者支援の体制

〇自治会町内会やまちの防災組織など、既存の地縁組織が中心になって、

民生委員や地区社会福祉協議会、消防団など、

様々な地域の担い手が協力しながら活動。

〇地域住民の中から支援者（ボランティア）を

募り、日頃からの見守りや定期的な訪問、

災害時の安否確認・避難誘導などを行うことを

取り決めている地区もある。



◆都筑区で本事業を推進する上での課題

〇自治会の担い手不足

・自治会長は取組の必要性を感じているが、地域の多様な団体を巻き込んだ取組は難しい。

・民生委員が行っている高齢者等訪問の対象者と、災害時要援護者を混同し、災害時要援護者支援は

民生委員の仕事であり、自治会の仕事ではないと思っている地域もある。

〇防災組織が脆弱

・自治会の防災全般について考える体制がないなど、災害時要援護者どころではない地域もある。

〇自治会町内会加入率の低さ

・加入率は57.7%と18区で最下位であり自治会は慢性的な担い手不足に陥っている。

・自治会に加入していなければ、地域の取組の情報が届かず、支援を希望するとの申し出ができない



◆区民の意識の現状
（出典：令和５年度都筑区区民意識調査 速報版データ）

※自身や同居家族に要援護者がいると回答した、
334名に対しての質問

％



災害時に自分で逃げることが
困難な人がいるよね。
どんな人がいるかな？

地域での合意形成、必要性の共通理解

■自分の住む地域で様々な人が暮らしていることを認識する。
■支えあいの大切さをわかちあう。
■地域でのつながりの輪を広げる。

近所のあの人やあの人…
災害時に１人で避難できるか心
配だな。

民生委員だけでは到底支えきれない。
支えあいが必要だということを地域
でもっと広めたい。

知らない人には、災害時にも声をか
けにくいよね。やっぱり日頃からの
地域のつながりが大切。

災害時要援護者支援を通じて…

◆災害時要援護者支援を進めることは地域の福祉保健を推進することそのもの

やれることからはじ
めてみよう。

地域の福祉保健の推進



◆つづきあいフォーラムご案内



◆災害時要援護者支援に関する広報物等

～横浜市健康福祉局作成～

・地域ぐるみで災害対策 災害時要援護者支援ガイド

・共助による災害時要援護者支援の手引き

～都筑区役所作成～

・都筑区災害時要援護者支援「つづきそなえ」

ガイドブック そなえあいブック
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